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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置部とベース装置部とを有する画像表示装置であって、
　前記表示装置部は、
　　画像を生成する第１の画像処理手段と、
　　前記第１の画像処理手段により生成された画像を表示する表示手段と、
　　前記画像の表示に関する指示を受け付ける受付手段と、
　　前記表示手段の表示を制御する表示制御手段と、
　　前記ベース装置部に対して映像信号を要求する要求手段と、
　　前記ベース装置部から供給される映像信号を取得する第１の取得手段と
　を備え、
　　前記表示制御手段は、
　　　前記受付手段により、前記表示手段の表示領域の一部を子画面とし、前記子画面以
外の領域の親画面に表示される画像と独立した画像を前記子画面に表示させる指示が受け
付けられた場合、
　　　　前記第１の画像処理手段により生成される第１の画像が前記表示手段に表示され
ているときは、前記第１の取得手段を制御し、前記ベース装置部から供給される前記映像
信号を取得させ、前記第１の画像処理手段を制御し、前記第１の画像を前記親画面とし、
前記第１の取得手段により取得される前記映像信号の第２の画像を前記子画面とする第３
の画像を生成させ、前記表示手段を制御し、前記第３の画像を表示させ、
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　　　　前記第１の取得手段により取得される映像信号の第４の画像が前記表示手段に表
示されているときは、前記要求手段を制御し、前記ベース装置部に対して制御情報を供給
して、前記第４の画像、および、前記第４の画像と異なる第５の画像のうち、いずれか一
方を前記親画面とし、他方を前記子画面とする第６の画像の映像信号を要求させ、前記第
１の取得手段を制御し、前記ベース装置部から供給される前記第６の画像の映像信号を取
得させ、前記表示手段を制御し、前記第１の取得手段により取得される前記映像信号の前
記第６の画像を表示させ、
　　　前記受付手段により、子画面の移動操作が受け付けられた場合、
　　　　前記第３の画像が前記表示手段に表示されているときは、前記第１の画像処理手
段を制御し、前記移動操作に従って前記子画面の表示位置を移動させ、前記表示手段を制
御し、前記第１の画像処理手段によって前記子画面の表示位置が移動された前記第３の画
像を表示させ、
　　　　前記第６の画像が前記表示手段に表示されているときは、前記要求手段を制御し
、前記ベース装置部に対して制御情報を供給して、前記移動操作に従って前記子画面の表
示位置を移動させるように要求し、前記第１の取得手段を制御し、前記要求に基づいて前
記子画面の表示位置が移動された前記第６の画像の映像信号を取得させ、前記表示手段を
制御し、前記第１の取得手段により取得される前記映像信号の前記第６の画像を表示させ
、
　前記ベース装置部は、
　　前記表示装置部からの要求を取得する第２の取得手段と、
　　映像信号を生成する第２の画像処理手段と、
　　前記第２の画像処理手段により生成される映像信号を前記表示装置部に供給する供給
手段と
　を備え、
　　前記第２の画像処理手段は、
　　　前記第２の取得手段により前記表示装置部から前記第６の画像の映像信号の要求を
取得していない場合、前記第２の画像の映像信号を生成し、
　　　前記第２の取得手段により前記表示装置部から前記第６の画像の映像信号の要求を
取得した場合、前記第６の画像の映像信号を生成し、
　　前記第２の取得手段により前記表示装置部から前記子画面の表示位置の移動の要求を
取得した場合、前記要求に応じて前記子画面の表示位置を移動させた前記第６の画像の映
像信号を生成する
　画像表示装置。
【請求項２】
　表示装置部とベース装置部とを有する画像表示装置の画像表示方法であって、
　前記表示装置部が、
　　表示領域の一部を子画面とし、前記子画面以外の領域の親画面に表示される画像と独
立した画像を前記子画面に表示させる指示が受け付けられた場合、
　　　生成された第１の画像が表示されているときは、
　　　　前記ベース装置部から供給される第２の画像の前記映像信号を取得し、
　　　　前記第１の画像を前記親画面とし、取得された前記映像信号の前記第２の画像を
前記子画面とする第３の画像を生成して表示し、
　　　前記ベース装置部から供給される映像信号の第４の画像が表示されているときは、
　　　　前記ベース装置部に対して制御情報を供給して、前記第４の画像、および、前記
第４の画像と異なる第５の画像のうち、いずれか一方を前記親画面とし、他方を前記子画
面とする第６の画像の映像信号を要求し、
　　　　前記要求に応じて前記ベース装置部から供給される前記第６の画像の映像信号を
取得し、
　　　　取得された前記映像信号の前記第６の画像を表示し、
　　前記子画面の移動操作が受け付けられた場合、
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　　　前記第３の画像が表示されているときは、
　　　　前記移動操作に従って前記子画面の表示位置を移動させ、
　　　　前記子画面の表示位置が移動された前記第３の画像を表示させ、
　　　前記第６の画像が表示されているときは、
　　　　前記ベース装置部に対して制御情報を供給して、前記移動操作に従って前記子画
面の表示位置を移動させるように要求し、
　　　　前記ベース装置部から供給される、前記要求に基づいて前記子画面の表示位置が
移動された前記第６の画像の映像信号を取得し、
　　　　取得された前記映像信号の前記第６の画像を表示し、
　前記ベース装置部が、
　　前記表示装置部から前記第６の画像の映像信号の要求を取得していない場合、前記第
２の画像の映像信号を生成し、前記表示装置部に供給し、
　　前記表示装置部から前記第６の画像の映像信号の要求を取得した場合、前記第６の画
像の映像信号を生成し、前記表示装置部に供給し、
　　前記表示装置部から前記子画面の表示位置の移動の要求を取得した場合、前記要求に
応じて前記子画面の表示位置を移動させた前記第６の画像の映像信号を生成し、前記表示
装置部に供給する
　画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば、テレビ受像機などの画像表示装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ受像機の中には、表示画面の一部に子画面を表示し、この子画面以外の親画面と
にそれぞれ独立に画像を表示する機能であるいわゆるピクチャー・イン・ピクチャー機能
（以下、ＰｉｎＰ機能という。）を備えたものが提供されている。このＰｉｎＰ機能を備
えたテレビ受像機においては、例えば、親画面にドラマ番組の画像を表示し、子画面に野
球中継の画像を表示して、野球中継の経過を確認しながら、主にドラマを視聴するように
するなどのことができるようにしている。
【０００３】
　そして、子画面は、表示画面上の右上端側や右下端側などの予め決められた位置に表示
するようにされるが、右上端側、左上端側、左下端側、右下端側などの予め決められた所
定の位置に表示位置を変更することができるようにしたものも提供されている。
【０００４】
　また、子画面は表示画面の一部分に形成され、その表示領域は小領域とされる。このた
め、子画面に表示された画像の細かい部分の認識が困難になることを考慮し、特許文献１
には、表示画面の指示された領域の画像のみを子画面の全面に表示して、指示された領域
の画像を視認性良く子画面に表示するようにする技術が開示されている。
【０００５】
　いわゆるＰｉｎＰ機能は、テレビ受像機における有効な機能の１つとして、多くのテレ
ビ受像機に搭載するようにされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平９－１６３２６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、近年においては、単にテレビ放送信号を受信して復調し、テレビ放送番組を
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視聴できるようにするだけでなく、インターネットに接続してＷｅｂページを閲覧できる
ようにしたり、電子メールを作成して送信したり、また、自分宛ての電子メールを受信し
て表示したり、また、インターネットやデジタルカメラから取り込んだ画像を保持して表
示できるようにしたりするなどの機能を備えた多機能なテレビ受像機（画像表示装置）も
提供されるようになってきている。
【０００８】
　このような多機能な画像表示装置においては、テレビ放送番組以外の画像情報を親画面
に表示し、テレビ放送番組の画像を子画面に表示して視聴する場合も多いと考えられる。
例えば、インターネットに接続してＷｅｂページを親画面に表示して閲覧しながら子画面
を通じてテレビ放送番組を視聴したり、送信する電子メールを親画面を介して作成しなが
ら、子画面を通じてテレビ放送番組を視聴したりするなどの場合である。
【０００９】
　このように、親画面を通じて、Ｗｅｂページを閲覧しながら、あるいは、電子メールを
作成しながら、子画面を通じてテレビ放送番組を視聴できるようにしている場合には、子
画面がＷｅｂページの必要な情報や電子メールの入力欄を隠してしまい、必要な情報の取
得や入力ができなくなる可能性が高くなる。このような場合には、子画面を消去したり、
子画面の表示位置を予め決められた別の位置に移動したりすることにより対応することが
考えられる。
【００１０】
　しかし、子画面を消去した場合には、子画面に表示されていたテレビ放送番組の視聴が
できなくなるし、予め決められた別の位置に子画面を移動した場合には、その位置に必要
な情報が表示されていた場合には、さらに別の予め決められた位置に移動させなければな
らず、ＰｉｎＰ機能の有効な活用ができなくなる場合があると考えられる。
【００１１】
　以上のことにかんがみ、この発明は、親画面と子画面との２画面表示を可能にする場合
において、親画面に表示される情報や親画面に設けられる入力欄を利用不能にすることな
く、子画面にも画像を表示して利用できるようにする装置、方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一側面は、表示装置部とベース装置部とを有する画像表示装置であって、前記
表示装置部は、画像を生成する第１の画像処理手段と、前記第１の画像処理手段により生
成された画像を表示する表示手段と、前記画像の表示に関する指示を受け付ける受付手段
と、前記表示手段の表示を制御する表示制御手段と、前記ベース装置部に対して映像信号
を要求する要求手段と、前記ベース装置部から供給される映像信号を取得する第１の取得
手段とを備え、前記表示制御手段は、前記受付手段により、前記表示手段の表示領域の一
部を子画面とし、前記子画面以外の領域の親画面に表示される画像と独立した画像を前記
子画面に表示させる指示が受け付けられた場合、前記第１の画像処理手段により生成され
る第１の画像が前記表示手段に表示されているときは、前記第１の取得手段を制御し、前
記ベース装置部から供給される前記映像信号を取得させ、前記第１の画像処理手段を制御
し、前記第１の画像を前記親画面とし、前記第１の取得手段により取得される前記映像信
号の第２の画像を前記子画面とする第３の画像を生成させ、前記表示手段を制御し、前記
第３の画像を表示させ、前記第１の取得手段により取得される映像信号の第４の画像が前
記表示手段に表示されているときは、前記要求手段を制御し、前記ベース装置部に対して
制御情報を供給して、前記第４の画像、および、前記第４の画像と異なる第５の画像のう
ち、いずれか一方を前記親画面とし、他方を前記子画面とする第６の画像の映像信号を要
求させ、前記第１の取得手段を制御し、前記ベース装置部から供給される前記第６の画像
の映像信号を取得させ、前記表示手段を制御し、前記第１の取得手段により取得される前
記映像信号の前記第６の画像を表示させ、前記受付手段により、子画面の移動操作が受け
付けられた場合、前記第３の画像が前記表示手段に表示されているときは、前記第１の画
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像処理手段を制御し、前記移動操作に従って前記子画面の表示位置を移動させ、前記表示
手段を制御し、前記第１の画像処理手段によって前記子画面の表示位置が移動された前記
第３の画像を表示させ、前記第６の画像が前記表示手段に表示されているときは、前記要
求手段を制御し、前記ベース装置部に対して制御情報を供給して、前記移動操作に従って
前記子画面の表示位置を移動させるように要求し、前記第１の取得手段を制御し、前記要
求に基づいて前記子画面の表示位置が移動された前記第６の画像の映像信号を取得させ、
前記表示手段を制御し、前記第１の取得手段により取得される前記映像信号の前記第６の
画像を表示させ、前記ベース装置部は、前記表示装置部からの要求を取得する第２の取得
手段と、映像信号を生成する第２の画像処理手段と、前記第２の画像処理手段により生成
される映像信号を前記表示装置部に供給する供給手段とを備え、前記第２の画像処理手段
は、前記第２の取得手段により前記表示装置部から前記第６の画像の映像信号の要求を取
得していない場合、前記第２の画像の映像信号を生成し、前記第２の取得手段により前記
表示装置部から前記第６の画像の映像信号の要求を取得した場合、前記第６の画像の映像
信号を生成し、前記第２の取得手段により前記表示装置部から前記子画面の表示位置の移
動の要求を取得した場合、前記要求に応じて前記子画面の表示位置を移動させた前記第６
の画像の映像信号を生成する画像表示装置である。
【００１６】
　本発明の一側面は、また、表示装置部とベース装置部とを有する画像表示装置の画像表
示方法であって、前記表示装置部が、表示領域の一部を子画面とし、前記子画面以外の領
域の親画面に表示される画像と独立した画像を前記子画面に表示させる指示が受け付けら
れた場合、生成された第１の画像が表示されているときは、前記ベース装置部から供給さ
れる第２の画像の前記映像信号を取得し、前記第１の画像を前記親画面とし、取得された
前記映像信号の前記第２の画像を前記子画面とする第３の画像を生成して表示し、前記ベ
ース装置部から供給される映像信号の第４の画像が表示されているときは、前記ベース装
置部に対して制御情報を供給して、前記第４の画像、および、前記第４の画像と異なる第
５の画像のうち、いずれか一方を前記親画面とし、他方を前記子画面とする第６の画像の
映像信号を要求し、前記要求に応じて前記ベース装置部から供給される前記第６の画像の
映像信号を取得し、取得された前記映像信号の前記第６の画像を表示し、前記子画面の移
動操作が受け付けられた場合、前記第３の画像が表示されているときは、前記移動操作に
従って前記子画面の表示位置を移動させ、前記子画面の表示位置が移動された前記第３の
画像を表示させ、前記第６の画像が表示されているときは、前記ベース装置部に対して制
御情報を供給して、前記移動操作に従って前記子画面の表示位置を移動させるように要求
し、前記ベース装置部から供給される、前記要求に基づいて前記子画面の表示位置が移動
された前記第６の画像の映像信号を取得し、取得された前記映像信号の前記第６の画像を
表示し、前記ベース装置部が、前記表示装置部から前記第６の画像の映像信号の要求を取
得していない場合、前記第２の画像の映像信号を生成し、前記表示装置部に供給し、前記
表示装置部から前記第６の画像の映像信号の要求を取得した場合、前記第６の画像の映像
信号を生成し、前記表示装置部に供給し、前記表示装置部から前記子画面の表示位置の移
動の要求を取得した場合、前記要求に応じて前記子画面の表示位置を移動させた前記第６
の画像の映像信号を生成し、前記表示装置部に供給する画像表示方法である。
【００１７】
　本発明の一側面においては、表示装置部において、表示領域の一部を子画面とし、子画
面以外の領域の親画面に表示される画像と独立した画像を子画面に表示させる指示が受け
付けられた場合、生成された第１の画像が表示されているときは、ベース装置部から供給
される第２の画像の映像信号が取得され、第１の画像を親画面とし、取得された映像信号
の第２の画像を子画面とする第３の画像が生成されて表示され、ベース装置部から供給さ
れる映像信号の第４の画像が表示されているときは、ベース装置部に対して制御情報が供
給されて、前記第４の画像、および、前記第４の画像と異なる第５の画像のうち、いずれ
か一方を親画面とし、他方を子画面とする第６の画像の映像信号が要求され、要求に応じ
てベース装置部から供給される第６の画像の映像信号が取得され、取得された映像信号の
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前記第６の画像が表示され、子画面の移動操作が受け付けられた場合、前記第３の画像が
表示されているときは、移動操作に従って子画面の表示位置が移動され、子画面の表示位
置が移動された第３の画像が表示され、前記第６の画像が表示されているときは、ベース
装置部に対して制御情報が供給されて、移動操作に従って子画面の表示位置を移動させる
ように要求が行われ、ベース装置部から供給される、要求に基づいて子画面の表示位置が
移動された前記第６の画像の映像信号が取得され、取得された映像信号の第６の画像が表
示され、ベース装置部において、表示装置部から第６の画像の映像信号の要求が取得され
ていない場合、第２の画像の映像信号が生成され、表示装置部に供給され、表示装置部か
ら第６の画像の映像信号の要求が取得された場合、第６の画像の映像信号が生成され、表
示装置部に供給され、表示装置部から子画面の表示位置の移動の要求が取得された場合、
要求に応じて子画面の表示位置を移動させた前記第６の画像の映像信号が生成され、表示
装置部に供給される。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明によれば、親画面と子画面との２画面表示を可能にする場合において、親画面
に表示される情報や親画面に表示される入力欄を利用不能にすることなく、子画面への画
像の表示を継続させてこれを利用することができる。
【００１９】
　具体的には、子画面の表示位置を簡単な操作で、ユーザーが表示画面上の任意の位置に
移動させることができる。親画面と子画面とからなる２画面表示が可能な、使い勝手のよ
い画像表示装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】この発明の一実施の形態が適用された画像表示装置を説明するための図である。
【図２】子画面の表示態様を説明するための図である。
【図３】子画面の表示態様を説明するための図である。
【図４】子画面の移動について説明するための図である。
【図５】図１に示した画像表示装置の表示装置１００の構成例を説明するためのブロック
図である。
【図６】図１に示した画像表示装置のベース装置２００の構成例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図７】表示装置１００の動作を説明するためのフローチャートである。
【図８】図７に続くフローチャートである。
【図９】ベース装置２００の動作を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図を参照しながら、この発明による装置、方法の一実施の形態について説明する
。以下に説明する実施の形態においては、画像情報などの情報信号を受け付ける複数の入
力路を備えたベース装置と表示素子を備えた表示装置とが無線通信により接続されて機能
する画像表示装置に、この発明による装置、方法を適用した場合を例にして説明する。
【００２２】
　［画像表示装置の概要］
　図１は、この実施の形態の画像表示装置を説明するための図である。図１に示すように
、この実施の形態の画像表示装置は、表示装置１００とベース装置（ベースステーション
）２００とにより構成され、ベース装置２００には、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）
装置、ＶＴＲ（Video Tape Recorder）、ＳＴＢ（Set-Top Box）、ＩＲＤ（Integrated R
eceiver Decoder）などの種々の外部入力装置３００を２台分接続することができるよう
にされている。
【００２３】
　表示装置１００は、詳しくは後述もするが、図１に示すように、表示素子としてＬＣＤ
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（Liquid Crystal Display）１１１を備えたものである。ＬＣＤ１１１の表示画面には、
使用者からの操作入力を受け付けるためのタッチパネル１２１が貼付されている。この表
示装置１００は、無線通信によりベース装置２００と接続され、後述するように、ベース
装置２００からの映像信号や音声信号などを含む送信信号（情報信号）を受信して、これ
らを再生することができるとともに、ベース装置２００に対して制御信号などを送信する
ことができるものである。
【００２４】
　また、表示装置１００は、ユーザーによって利用可能なメモリを内蔵するとともに、外
部メモリが着脱可能にされており、内蔵メモリや装着された外部メモリに記憶されている
画像情報を読み出して、ＬＣＤ１１１の表示画面に表示することもできるようにされたも
のである。すなわち、表示装置１００は、後述するベース装置２００から提供される画像
情報に基づく画像をＬＣＤ１１１に表示することができるとともに、表示装置１００側に
存在する画像情報に基づく画像をＬＣＤ１１１に表示することができるものである。
【００２５】
　ベース装置２００は、詳しくは後述もするが、図１に示すように、テレビ放送信号を受
信するアンテナ２０１に接続され、テレビ放送信号を受信、選局するチューナを備えると
ともに、電話網やインターネットなどの通信ネットワークに接続するための通信処理部を
備え、屋内に引き込まれている電話線などの通信線Ｌを通じて電話網やインターネットに
接続することができるものである。図１において、端子ＭＪは、屋外から屋内に引き込ま
れた通信線Ｌとの接続端子である。
【００２６】
　そして、ベース装置２００は、自己のチューナにより選局し、復調することにより得た
テレビ放送番組の映像信号や音声信号、あるいは、自己の通信処理部を通じて通信ネット
ワークを通じて得た映像データや音声データ、あるいはＷｅｂページの情報や電子メール
情報、あるいは、外部入力装置３００からの映像信号や音声信号などの情報信号をデータ
圧縮して、送信信号を形成し、これを上述もしたように表示装置１００に送信することが
できるものである。
【００２７】
　表示装置１００は、上述もしたように、ベース装置２００からの送信信号を受信して復
調し、復調した送信信号から映像信号やテキストデータなどの表示用信号を抽出して、こ
の表示用信号に応じた映像をＬＣＤ１１１に表示するとともに、復調した送信信号から音
声信号を抽出して、この音声信号に応じた音声をスピーカーから放音することができるも
のである。
【００２８】
　また、表示装置１００は、ＤＶＤ装置などの外部入力装置３００を制御するための操作
入力を受け付けるための操作用表示情報であるコントロールパネルをＬＣＤ１１１に表示
することができるようにされている。そして、コントロールパネルの表示と、タッチパネ
ル１２１とにより、使用者からの操作入力を受け付けることができるものである。
【００２９】
　外部入力装置３００用のコントロールパネルは、表示装置１００の制御部によって実行
されるソフトウエアによって表示するようにされるいわゆるソフトウェアキーである。そ
して、表示装置１００は、使用者の指などが接触したＬＣＤ１１１に貼付されたタッチパ
ネル１２１上の接触位置（座標位置）を検出し、その接触位置に表示されているコントロ
ールパネルを構成する操作キー（表示項目）を判別して、操作するようにされた操作キー
に応じた操作信号（制御信号）を形成して、これをベース装置２００に無線送信したりす
ることができるものである。
【００３０】
　ベース装置２００には、図１に示すように、リモコンマウスなどと呼ばれる赤外線のリ
モコン信号を送出するリモコン信号送出部２５０が接続可能にされており、表示装置１０
０からの操作信号に応じたリモコン信号を形成し、これをリモコン信号送出部２５０から
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外部入力装置３００に送信することができるようにされている。
【００３１】
　外部入力装置３００は、もともと自機のリモコンからの赤外線リモコン信号を受光する
ためのフォトディテクタなどからなるリモコン信号受光部３４５を備えており、ベース装
置２００に接続されたリモコン信号送信部２５０からのリモコン信号を受光して、そのリ
モコン信号に応じた制御、例えば、電源のオン／オフや、外部入力装置３００がＤＶＤ装
置の場合には、装填されたＤＶＤに記録されている目的とするコンテンツの再生、早戻し
、早送り、これらの一時停止や停止などを行うなどの、機器に応じた遠隔操作を行うこと
ができるようにされる。
【００３２】
　そして、表示装置１００は、小型化、軽量化がされ、また、ベース装置２００とは、無
線通信により接続するようにされているので、持ち運びに適している。このため、使用者
は、ベース装置２００と通信が可能な範囲内であれば、表示装置１００を持ち運び、何処
ででも表示装置１００を用いて、ベース装置２００から提供される情報信号を再生して出
力し、使用者に提供することができる。
【００３３】
　したがって、前述したように、表示装置１００を用いることにより、ベース装置２００
のチューナにより選局されるテレビ放送番組を視聴したり、例えばＤＶＤ装置である外部
入力装置３００に装填されたＤＶＤに記録されているコンテンツを視聴したり、さらに、
ベース装置２００に、ＶＴＲやＳＴＢやＩＲＤが外部入力機器として接続されている場合
には、これらＶＴＲ、ＳＴＢ、ＩＲＤからのコンテンツを視聴することができるようにさ
れる。
【００３４】
　また、表示装置１００を用いることにより、ベース装置２００の通信処理部を通じて、
例えば、インターネット上に提供されているいわゆるＷｅｂページの情報を取得し、その
Ｗｅｂページの情報を視聴するようにしたり、自己宛ての電子メールを受信して、その電
子メールをＬＣＤ１０８に表示して見たり、さらに、目的とする相手先に電子メールを作
成して送信したりすることができる。
【００３５】
　なお、電子メールを作成する場合には、表示装置１００に対して所定の操作を行うこと
により、例えば、アルファベットキーや５０音キーなどからなるソフトウエアキーボード
をＬＣＤ１０８に表示し、このソフトウエアキーボードとタッチパネル１２１と通じて、
電子メールを作成することができる。そして、送信キーを操作するなどの所定の操作を行
うことにより、作成した電子メールをベース装置２００に送信し、ベース装置２００を通
じて相手先に送信することができる。
【００３６】
　このように、ベース装置２００は、テレビ放送、インターネットなどの通信ネットワー
ク、外部入力装置３００などの各種の情報伝送媒体と表示装置１００とを結びつけるベー
スとなる装置である。
【００３７】
　そして、この実施の形態の画像表示装置においては、インターネット機能の利用時、電
子メール機能の利用時、設定画面の利用時においては、図１において、ＬＣＤ１１１の表
示画面の下側に示すように、子画面ボタンキー（以下、子画面ボタンと略称する。）ＳＢ
が表示される。この子画面ボタンＳＢの表示位置上のタッチパネル１２１部分に指やタッ
チペンを接触させることにより、使用者は子画面を表示することを指示する子画面表示指
示入力を行うことができるようにされている。
【００３８】
　表示装置１００は、子画面指示入力を受け付けると、自機の機能により、あるいは、表
示装置１００とベース装置２００とが協働することにより、表示装置１００のＬＣＤ１１
１の表示画面の一部分に子画面を形成し、子画面以外の親画面部分には現在表示中の画像
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を、また、子画面にはベース装置２００が受信選局したテレビ放送番組の画像や、ベース
装置２００を通じて提供される外部入力装置３００からの画像を表示することができるよ
うにしている。
【００３９】
　そして、子画面を表示した場合には、子画面に表示する画像の選択や、子画面の消去な
どを表示装置１００のタッチパネル１２１を通じて簡単に行うようにすることができると
ともに、子画面を表示画面上の使用者の指示する任意位置に、簡単な操作で、かつ、迅速
に移動させることができるようにしている。
【００４０】
　なお、インターネット機能の利用時は、ベース装置２００の通信処理部を通じてインタ
ーネットに接続し、インターネット上のサーバ装置に公開されているＷｅｂページをＬＣ
Ｄ１１１に表示して閲覧するなど、インターネットに接続してインターネットを通じて提
供される画像情報をＬＣＤ１１１に表示して利用している場合である。
【００４１】
　また、電子メール機能利用時は、自機宛ての電子メールを受信してＬＣＤ１１１に表示
している場合や送信する電子メールをＬＣＤ１１１に表示しながら作成している場合など
である。また、設定画面の利用時は、言うまでも無く、この実施の形態の画像表示装置に
対して種々の情報を設定するための設定画面を表示している場合である。
【００４２】
　すなわち、テレビ放送番組の視聴時ではなく、確認すべき情報が表示されている、ある
いは、情報の入力欄が設けられた画像が表示されている場合に、子画面表示を行うことが
できるようにし、親画面に表示される情報や入力欄を子画面が隠したり、見難くしたりす
ることがないように、子画面の移動を簡単に行うことができるようにしている。
【００４３】
　［子画面表示の態様］
　図２、図３は、この実施の形態の画像表示装置においての子画面表示の態様を説明する
ための図である。
【００４４】
　上述もしたように、この実施の形態の画像表示装置においては、インターネット機能の
利用時、電子メール機能の利用時、設定画面の利用時においては、図２Ａに示すように、
ＬＣＤ１１１の表示画面の下側に子画面ボタンＳＢが表示される。そして、タッチパネル
１２１の子画面ボタンＳＢが表示されている位置に指やタッチペンを接触させると、タッ
チパネル１２１上の接触位置が検出され、子画面ボタンＳＢが選択されたことが検出され
る。
【００４５】
　子画面ボタンＳＢが選択されたことを検出すると、この実施の形態の表示装置１００は
、ベース装置２００と協働して、図２Ｂに示すように、ＬＣＤ１１１の表示画面の左下側
に子画面ＳＧを形成するようにし、ここにベース装置２００において受信選局されたテレ
ビ放送信号により提供されるテレビ放送番組の画像を、あるいは、外部入力機器３００か
らの映像信号による画像を表示するようにする。この場合、その画像に対応する音声も表
示装置１００に設けられたスピーカーから放音するようにされる。また、子画面ＳＧが表
示されている場合には、子画面ボタンＳＢに対する操作は無効となるようにされている。
【００４６】
　そして、ＬＣＤ１１１の表示画面に表示された子画面ＳＧは、詳しくは後述もするよう
に、いわゆるドラック操作によって、簡単かつ迅速に、ＬＣＤ１１１の表示画面上の任意
の位置に移動させることができるようにしている。また、ＬＣＤ１１１の表示画面に表示
された子画面ＳＧ上のタッチパネル１２１に指やタッチペンをタッチして、ドラッグ操作
することなく離した場合（いわゆるタッチ操作だけの場合）には、図３Ａに示すように、
表示装置１００は、子画面ＳＧの上側には、選択可能な上側操作ボタン群を表示し、子画
面ＳＧの下側には、選択可能な下側操作ボタン群を表示する。
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【００４７】
　この実施の形態の画像表示装置においては、子画面ＳＧの上側表示ボタン群は、「全画
面」ボタン、「音のみ」ボタン、子画面表示終了ボタン（×印ボタン）、などを有し、ま
た、下側表示ボタン群は、テレビ放送チャンネルの変更キーである「マイナス（－）」ボ
タンと「プラス（＋）」ボタン、外部入力機器の切り換えキーである「ビデオ」ボタンな
どを備えるとともに、下側表示ボタン群の表示エリアには、表示されている画像を提供す
るテレビ放送信号の放送チャンネルを示す表示（テレビｎ）が表示される。
【００４８】
　ここで、子画面ＳＧの上側表示ボタン群の「全画面」ボタンの表示位置のタッチパネル
１２１に指などを接触させることにより、「全画面」ボタンを選択すると、表示装置１０
０とベース装置２００とが協働して、図３Ｂに示すように、子画面ＳＧの表示を終了させ
て、子画面ＳＧに表示されていた画像をＬＣＤ１１１の全画面（全面）に表示するととも
に、子画面ＳＧに表示されていた画像に対応する音声を再生して放音するようにする。
【００４９】
　同様にして、上側表示ボタン群の「音のみ」ボタンを選択すると、表示装置１００とベ
ース装置２００とが協働し、図３Ｂに示すように、子画面ＳＧの表示を終了し、子画面Ｓ
Ｇに表示されていた画像に対応する音声のみを再生して放音するようにする。また、同様
にして、上側表示ボタン群の「×印」ボタンを選択すると、子画面ＳＧの表示を終了させ
る。
【００５０】
　また、子画面ＳＧの下側表示ボタン群の「マイナス（－）」ボタンと「プラス（＋）」
ボタンの表示位置のタッチパネル１２１に指などを接触させることにより、「マイナス（
－）」ボタン、または、「プラス（＋）」ボタンを選択することによって、子画面ＳＧに
表示する画像を提供するテレビ放送番組の放送チャンネルを変更することができるように
される。この場合には、チャンネル変更要求が表示装置１００からベース装置２００に送
信され、ベース装置２００において選局するテレビ放送チャンネルが変更するようにされ
る。
【００５１】
　同様にして、子画面ＳＧの下側表示ボタン群の「ビデオ」ボタンを選択することによっ
て、子画面ＳＧに表示する画像を提供する外部入力機器を変更することができるようにさ
れる。この場合には、外部入力機器の変更要求が表示装置１００からベース装置２００に
送信され、ベース装置２００において利用する外部入力機器が変更するようにされる。
【００５２】
　［子画面の移動について］
　そして、図２Ｂに示したように、ＬＣＤ１１１の表示画面に子画面ＳＧを表示した場合
には、使用者は、タッチパネル１２１に対して行う簡単な操作で子画面ＳＧの表示位置を
任意の位置に移動させることができる。図４は、子画面ＳＧの移動について説明するため
の図である。
【００５３】
　図４Ａに示すように、子画面ＳＧが表示されている状態にあるときに、図４Ｂに示すよ
うに、（１）タッチパネル１２１の子画面ＳＧが表示されている位置に指やタッチペンを
接触させ、（２）指やタッチペンをタッチパネル１２１に接触させたまま移動するように
するいわゆるドラック操作を行うようにすると、タッチパネル１２１に接触させている指
やタッチペンの移動に応じて、子画面ＳＧの表示位置を図４Ｂにおいて点線で示したよう
にスライドさせることができるようにしている。
【００５４】
　そして、図４Ｂに示すように、（３）目的とする位置まで子画面ＳＧを移動させたとこ
ろで、タッチパネル１２１に接触させている指やタッチペンをタッチパネル１２１から離
すことにより（子画面ＳＧを離す操作を行うことにより）、図４Ｃに示すように、子画面
ＳＧの表示位置を移動させることができる。
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【００５５】
　このため、例えば、Ｗｅｂページを閲覧している場合に、子画面ＳＧの表示位置を簡単
に移動させることができるので、重要な情報が子画面ＳＧを表示させているがために見え
ないなどという不都合を解消できるし、また、送信する電子メールの作成中において、文
字などの入力エリアに子画面ＳＧが表示されている場合には、子画面ＳＧの表示位置を簡
単に移動させることができるので、子画面ＳＧが電子メールの作成の邪魔にならないよう
にすることができる。
【００５６】
　同様に、各種の設定画面を表示している場合に、子画面ＳＧの表示が、確認したい情報
を隠している場合や、情報の入力欄を隠している場合であっても、子画面ＳＧの表示位置
を簡単かつ迅速に、しかも使用者が目的とする位置に移動することができる。
【００５７】
　したがって、ＬＣＤ１１１の表示画面の全面（１画面）に表示される情報の全部を確認
することができるので、子画面ＳＧの表示が常に邪魔になってしまうことを防止し、子画
面以外の画面である親画面に表示される情報の全部を利用することができるようにされる
。
【００５８】
　また、子画面ＳＧの表示位置は、子画面ＳＧの表示位置を予め決められた１つ以上の位
置に移動できる場合に比べ、この実施の形態の画像表示装置の場合には、使用者が意図す
る任意の位置に子画面ＳＧの表示位置を移動することができるので、子画面ＳＧの表示が
邪魔になることを最小限に抑え、常に子画面ＳＧの表示を有効に活用することができるよ
うにされる。
【００５９】
　［表示装置１００とベース装置２００の構成例］
　次に、上述したように、子画面ＳＧの表示と表示位置の移動が可能なこの実施の形態の
画像表示装置を構成する表示装置１００とベース装置２００の構成例について説明する。
【００６０】
　　［表示装置１００の構成例について］
　まず、表示装置１００の構成例について説明する。図５は、この実施の形態の表示装置
１００の構成例を説明するためのブロック図である。
【００６１】
　図５に示すように、表示装置１００は、送受信アンテナ１０１、アンテナ共用器１０２
、受信処理部１０３、デコード部１０４、Ｄ／Ａ（Digital/Analog）変換部１０５、セレ
クタ１０６、主画像処理部１０７、子画面処理部１０８、映像合成部（以下、単に合成部
という。）１０９、映像処理部１１０、ＬＣＤ１１１、音声処理部１１２、スピーカー１
１３、キャプチャー処理部１１４、送信信号形成部１１５、送信処理部１１６、タッチパ
ネル１２１、座標検出部１２２、制御部１３０を備えている。
【００６２】
　制御部１３０は、表示装置１００の各部を制御するものであり、図５に示すように、Ｃ
ＰＵ（Central Processing Unit）１３１、ＲＯＭ（Read Only Memory）１３２、ＲＡＭ
（Random Access Memory）１３３、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable
 ROM）１３４が、ＣＰＵバス１３５を通じて接続されて構成されたマイクロコンピュータ
である。
【００６３】
　この制御部１３０には、外部メモリインターフェース（以下、外部メモリＩ／Ｆという
。）１３５を通じて外部メモリ１５０を接続することができるとともに、キーインターフ
ェース（以下、キーＩ／Ｆという。）１４０を通じて複数の操作キーが設けられたキー操
作部１４１が接続されている。これによって、外部メモリ１５０が利用することができる
とともに、キー操作部１４１を通じて受け付けた使用者からの指示入力に応じて、制御部
１３０が表示装置１００の各部を制御することができるようにしている。
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【００６４】
　なお、外部メモリ１５０は、外部メモリＩ／Ｆ１３５に対して着脱可能とされた半導体
メモリである。また、制御部１３０を構成するＲＯＭ１３２、ＲＡＭ１３３、ＥＥＰＲＯ
Ｍ１３４の内、ＲＯＭ１３２は、この実施の形態の表示装置１００において実行する各種
の処理プログラムや処理に必要なデータなどが記録されたものである。ＲＡＭ１３３は、
各種の処理において得られたデータを一時的に記憶保持するなどのように、主に各種の処
理の作業領域として用いられるものである。
【００６５】
　また、ＥＥＰＲＯＭ１３４は、いわゆる不揮発性のメモリであり、電源が落とされても
、記憶保持した情報が失われることがなく、例えば、各種の設定パラメータや、ベース装
置２００を通じて、取得するようにしたインターネット上のＷｅｂページや、ベース装置
２００を通じて送信する作成した電子メールや受信した電子メール、キャプチャーした画
像などを記憶保持することができるものである。
【００６６】
　次に、ベース装置２００からの無線信号を受信する場合の表示装置１００の動作につい
て説明する。この実施の形態において、表示装置１００とベース装置２００との間におい
ては、例えば、ＩＥＥＥ（Institute Electrical and Electronics Engineers）８０２．
１１方式のプロトコル、あるいは、その発展プロトコルなどの所定のプロトコルが用いら
れて無線通信が行なわれる。
【００６７】
　ベース装置２００から所定の通信プロトコルに準拠した無線信号（送信信号）は、表示
装置１００の送受信アンテナ１０１により受信され、アンテナ共用器（以下、単に共用器
という。）１０２を通じて受信処理部１０３に供給される。共用器１０２は、送信信号と
受信信号とが干渉し合うことを防止するためのものである。
【００６８】
　つまり、この表示装置１００は、ベース装置２００からの信号を送受信アンテナ１０１
を通じて受信することができるとともに、後述するように、自機からの操作信号などを送
受信アンテナ１０１を通じて無線送信することができるものである。このため、共用器１
０２は、送信処理部１１２からの送信信号が、送受信アンテナ１０１を通じて受信される
受信信号に対して干渉することがないようにしている。
【００６９】
　受信処理部１０３は、これに供給された信号を復調するなどの処理を行って、復調後の
信号をデコード部（伸長処理部）１０４に供給する。前述もしたように、ベース装置２０
０は、自己のチューナにより選局した地上波のテレビ放送番組の映像信号や音声信号、自
己の通信処理部を通じて受信したテキストデータや映像データなどの表示用データや音声
データ、あるいは、外部入力装置３００からのコンテンツの映像信号や音声信号などの情
報信号をデータ圧縮して送信してくる。
【００７０】
　このため、表示装置１００のデコード部１０４は、受信処理部１０３からの復調された
データ圧縮されている受信信号の供給を受けて、映像信号と音声信号とを分離し、分離し
た信号を伸長（圧縮解凍）することにより、データ圧縮前の元の信号を復元する。そして
、デコード部１０４は、復元した映像信号（デジタル映像信号）と、復元した音声信号（
デジタル音声信号）とをアナログ信号に変換し、これらをセレクタ１０６に供給する。
【００７１】
　また、ベース装置２００からの表示装置１００に対する制御情報や通知情報は、デコー
ド部１０４から制御部１３０に供給され、ＲＡＭ１３３あるいはＥＥＰＲＯＭ１３４に記
録されて利用することができるようにされる。
【００７２】
　また、セレクタ１０６には、Ｄ／Ａ変換部１０５を通じて、例えば、ＥＥＰＲＯＭ１３
４や外部メモリ１５０に記憶保持されているキャプチャー画像データや、外部メモリ１５
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０に記憶保持されているデジタルカメラで撮影した画像の画像データによる映像、あるい
は、ＲＯＭ１３２に保持されているメッセージ情報や各種の設定画面などを表示するため
の映像信号も供給される。
【００７３】
　セレクタ１０６は、制御部１３０の制御に応じて、主画像処理部１０７や子画面表示部
１０８に供給する映像信号を選択するとともに、音声処理部１０９に供給する音声信号を
選択する。例えば、ベース装置２００からの送信信号に応じた映像と音声とを視聴するよ
うにしている場合には、セレクタ１０６は、デコード部１０４からの映像信号を主画像処
理１０７に供給するとともに、デコード部１０４からの音声信号を音声処理部１１２に供
給する。
【００７４】
　また、受信してＥＥＰＲＯＭ１３４や外部メモリ１５０に記録した電子メールをＬＣＤ
１１１に表示する場合や送信する電子メールの作成画面をＬＣＤ１１１に表示している場
合、あるいは、ＲＯＭ１３２などに保持されている設定画面などをＬＣＤ１１１に表示し
ている場合には、制御部１３０によって、ＥＥＰＲＯＭ１３４、あるいは、外部メモリ１
５０から読み出されてデコードされ、Ｄ／Ａ変換部１０５でアナログ信号に変換された電
子メールを表示するための映像信号が主画像処理部１０７に供給される。
【００７５】
　この場合に、子画面ボタンＳＢが選択された場合には、Ｄ／Ａ変換部１０５からの映像
信号が主画像処理部１０７に供給されるとともに、デコード部１０４からの映像信号が子
画面処理部１０８に供給され、デコード部１０４からの音声信号が音声処理部１１２に供
給される。
【００７６】
　このように、表示装置１００のＥＥＰＲＯＭや外部メモリ１５０からの画像情報の再生
時においては、表示装置１００の機能によって、子画面ＳＧの表示を行うことができるよ
うにしている。なお、後述もするが、ベース装置２００の通信機能を用いてインターネッ
トにアクセスし、Ｗｅｂページを閲覧している場合においては、ベース装置２００の機能
によって、子画面ＳＧの表示を行うことができるようにされる。
【００７７】
　そして、主画像処理部１０７は、これに供給された映像信号から表示用信号（コンポー
ネント信号）を形成し、これを合成部１０９に供給する。また、子画面処理部１０８は、
ＬＣＤ１１１の表示画面の一部の領域に設けられる子画面ＳＧとしての表示領域の大きさ
に合致するように、セレクタ４からの映像信号から表示用信号（コンポーネント信号）を
形成すると共に、この信号による映像を縮小するようにする処理を施し、子画面への映像
の表示用信号を形成してこれを合成部１０９に供給する。
【００７８】
　合成処理部１０９は、これに供給される主画像処理部１０７からの表示用信号と子画面
処理部１０８からの表示用信号とを合成処理して、合成処理後の表示用信号を映像処理部
１１０とキャプチャー処理部１１４に供給する。映像処理部１１０は、これに供給された
合成部１０９からの表示用信号からＬＣＤ１１１に供給するための表示用信号を形成し、
これをＬＣＤ１１１に供給する。これにより、ＬＣＤ１１１に画像が表示される。
【００７９】
　一方、音声処理部１１２は、これに供給された音声信号を所定のレベルにまで増幅する
などの処理を行って、これをスピーカー１１３に供給する。これにより、スピーカー１１
３からは、音声処理部１１２からの音声信号に応じた音声が放音される。
【００８０】
　このように、表示装置１００は、ベース装置２００から無線送信されてくる映像信号や
音声信号を受信して、その受信した映像信号や音声信号を再生して出力することにより、
使用者に提供することができるものである。また、自機のＥＥＰＲＯＭ１３４や自機に装
填された外部メモリ１５０に記憶保持されている画像情報に応じた画像をＬＣＤ１１１に
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表示して使用者に提供することができるものである。
【００８１】
　そして、上述もしたように、自機のＥＥＰＲＯＭ１３４や自機に装填された外部メモリ
１５０に記憶保持されている画像情報に応じた画像をＬＣＤ１１１に表示している場合に
、子画面ボタンＳＢを選択操作した場合には、ベース装置２００から無線送信されてくる
映像信号に応じた画像を子画面ＳＧに表示するとともに、ベース装置２００から無線送信
されてくる音声信号に応じた音声をスピーカー１１３から放音することができるものであ
る。
【００８２】
　また、キャプチャー処理部１１４は、例えば、１枚以上のフレームメモリを備え、フレ
ーム単位に画像を取り込んで、ＥＥＰＲＯＭ１３４に、外部メモリ１５０が装着されてい
る場合には、外部メモリ１５０に書き込むことができるようにしている。つまり、ＬＣＤ
１１１に表示される画像を見て、その画像が有用あるために保存しておきたい場合には、
ハードウェアキー、または、ソフトウェアキーとして表示装置１００に用意されているキ
ャプチャーキーを選択することにより、その時点においてＬＣＤ１１１に表示されている
画像を形成する画像データを取り込むことができるようにしている。
【００８３】
　また、タッチパネル１２１と座標検出部１２２とにより、また、これらとＬＣＤ１１１
の表示画面に表示される表示情報とにより、使用者からの操作入力を受け付ける操作入力
受付部を構成している。すなわち、子画面ボタンＳＢをはじめ、種々の操作キー表示から
なるコントロールパネル画像などを制御部１３０がＬＣＤ１１１に表示するようにし、タ
ッチパネル１２１上の目的とするキー表示の表示位置に指などを接触させることにより、
座標検出部１２２によりタッチパネル上の接触位置を検出して、これを制御部１３０に通
知する。
【００８４】
　制御部１３０は、接触位置に対応するＬＣＤ１１１の表示画面上の位置に表示している
キー表示は何かを判断し、そのキー表示に応じた処理を制御部１３０が実行することがで
きるようにされる。そして、使用者からの指示入力が、例えば、テレビ放送チャンネルの
変更などのベース装置２００に対する要求であるときには、制御部１３０はベース装置２
００に対する要求を形成し、これを送信信号形成部１１５に供給する。送信信号形成部１
１５は、制御部１３０からの情報に基づいて、送信信号を形成し、これを送信処理部１１
６に供給する。
【００８５】
　送信処理部１１６は、送信信号形成部１１５からの送信信号を増幅するなどの処理を行
って、処理後の送信信号を共用器１０２、送受信アンテナ１０１を通じて、ベース装置２
００に送信する。これにより、使用者は、表示装置１００を通じて、ベース装置２００を
制御することができるようにされる。
【００８６】
　また、上述もしたように、タッチパネル１２１の子画面ＳＧの表示位置上に指などを接
触させて移動させる、子画面ＳＧの移動操作を受け付けた場合には、順次に座標検出部１
２２から供給される接触位置を示す座標データに基づいて、制御部１３０が、合成部１０
９を制御し、子画面の表示位置を変更することができるようにしている。すなわち、合成
部１０９は、子画面位置変更部としての機能も有している。また、詳しくは後述もするが
、子画面ＳＧの合成がベース装置２００で行われるようにされている場合には、子画面Ｓ
Ｇの移動処理は、表示装置１００とベース装置２００が協働して行われることになる。
【００８７】
　なお、キー入力部１４１は、例えば、電源のオン／オフキー、音量調整キーなど、いわ
ゆるソフトウェアキーによっては実現不能な操作キーや、ソフトウェアキーよりもハード
ウェアキーの方が適している操作キー設けられているものである。
【００８８】
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　　［ベース装置２００の構成例について］
　次に、ベース装置２００の構成例について説明する。図６は、この実施の形態のベース
装置２００の構成例を説明するためのブロック図である。
【００８９】
　図６に示すように、この実施の形態のベース装置２００は、屋外に設置されるテレビ放
送信号の受信アンテナ２０１に接続される選局部（チューナ部）２０２、復調部２０３、
映像入力端子２０４ａ、２０４ｂ、音声入力端子２０５ａ、２０５ｂ、Ｄ／Ａ変換部２０
６、セレクタ２０７、主画像処理部２０８、子画面処理部２０９、音声処理部２１０、映
像合成部（以下、単に合成部という。）２１１、圧縮処理部２１２、送信信号形成部２１
３、送信処理部２１４、共用器２１５、送受信アンテナ２１６、受信処理部２１７、制御
部２３０を備えたものである。
【００９０】
　制御部２３０は、この実施の形態のベース装置２００の各部を制御するものであり、図
６に示したように、ＣＰＵ２３１、ＲＯＭ２３２、ＲＡＭ２３３、ＥＥＰＲＯＭ２３４が
ＣＰＵバス２３５を通じて接続されて形成されたマイクロコンピュータある。
【００９１】
　ここで、制御部２３０のＲＯＭ２３２は、この実施の形態のベース装置２００において
実行する各種の処理プログラムや処理に必要なデータなどが記録されたものである。ＲＡ
Ｍ２３３は、各種の処理において得られたデータを一時的に記憶保持するなどのように、
主に各種の処理の作業領域として用いられるものである。ＥＥＰＲＯＭ２３４は、いわゆ
る不揮発性のメモリであり、電源が落とされても、記憶保持した情報が失われることがな
いようにされたものであり、各種のパラメータ情報などを記憶保持するものである。
【００９２】
　また、制御部２３０には、通信処理部２２０が接続されている。通信処理部２２０は、
インターフェース（以下、Ｉ／Ｆと略称する。）部２２１と、通信部２２２とからなって
いる。Ｉ／Ｆ部２２１は、通信回線、この実施の形態においては電話回線と、このベース
装置２００との間のインターフェースであり、電話回線を通じて送信されてくる信号を受
信したり、ベース装置２００からの信号を電話回線に送信したりする。
【００９３】
　通信部２２２は、Ｉ／Ｆ部２２１を通じて受信した信号を復調して、これを制御部２３
０に供給したり、制御部２３０からの送信信号を変調して、これをＩ／Ｆ部２２１に供給
したりする。これにより、電話回線が接続された相手先との間で、各種のデータの送信、
受信を行うことができるようにされる。
【００９４】
　そして、この実施の形態のベース装置２００は、通信処理部２２０、電話線Ｌ、および
、所定のＩＳＰ（Internet Service Provider）を通じてインターネットに接続し、イン
ターネットを通じて各種の情報の提供を受けたり、電子メールを送信したり受信したりす
ることができるようにされている。
【００９５】
　このため、制御部２３０は、通信処理部２２０を制御して、オフフックしたりオンフッ
クしたりするなどのことができるとともに、オフフックするように通信処理部２２０を制
御したときには、ダイヤル信号を電話回線に送出するようにするいわゆるダイヤラとして
の機能などをも備えたものである。
【００９６】
　また、制御部２３０には、リモコン信号形成部２４１、リモコン信号の出力端子２４２
を通じて、リモコン信号送出部２５０が接続され、前述もしたように、表示装置１００か
らの操作信号に応じたリモコン信号を形成して、送出することができるようにされている
。
【００９７】
　なお、図示しないが、制御部２３０には、電源のオン／オフキーや各種の設定キーが設
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けられたキー入力部が接続されており、ベース装置２００の主電源のオン／オフや、各種
の設定入力が、キー入力部を通じて行うことができるようにされている。
【００９８】
　そして、この実施の形態のベース装置２００においては、電源の投入直後においては、
制御部２３０の制御によりテレビ放送信号を受信選局して再生するようにするテレビモー
ドとなるようにされている。そして、このテレビモード時においては、アンテナ２０１を
通じて受信されたテレビ放送信号が、選局部２０２に供給される。
【００９９】
　選局部２０２は、受信アンテナ２０１からのテレビ放送信号の中から、制御部２３０か
らの選局指示信号に応じたテレビ放送信号を選局し、この選局したテレビ放送信号を復調
部２０３に供給する。復調部２０３は、これに供給されたテレビ放送信号を復調して、復
調後の映像信号（画像信号）と音声信号とをセレクタ２０７に供給する。
【０１００】
　セレクタ２０７には、復調部３からの映像信号の他に、映像入力端子２０４ａ、２０４
ｂを通じて受け付けた映像信号（画像信号）と、音声入力端子２０５ａ、２０５ｂを通じ
て受け付けた音声信号と、Ｄ／Ａ変換部２０６を通じて、制御部２３０からの映像信号（
画像信号）とが供給するようにされている。映像入力端子２０４ａと音声入力端子２０５
ａ、映像入力端子２０４ｂと音声入力端子２０５ｂは、それぞれペアの入力端子であり、
ＤＶＤ装置やＶＴＲなどの外部入力機器からのアナログ映像信号の供給を受け付けるもの
である。
【０１０１】
　また、制御部２３０からＤ／Ａ変換部２０６を通じてセレクタ２０７に供給される映像
信号は、通信部２２０を通じて、取り込んだ、例えば、インターネット上に提供されてい
るいわゆるＷｅｂページの情報や、自機宛ての電子メールなどの情報、あるいは、電子メ
ールの作成画面など制御部２３０が形成する各種の表示情報などである。
【０１０２】
　セレクタ２０７は、制御部２３０からの切り換え制御信号に応じて、復調部２０３から
の映像信号、音声信号と、外部入力端子２０４ａ、２０５ａを通じて受け付けた映像信号
、音声信号と、外部入力端子２０４ｂ、２０５ｂからの映像信号、音声信号と、Ｄ／Ａ変
換部２０６を通じて供給される制御部２０からの映像信号とのうち、どの映像信号を主映
像処理部２０８に供給し、どの映像信号を子画面処理部２０９に供給するか、また、どの
音声信号を音声処理部２１０に供給するかを切り換える。
【０１０３】
　この実施の形態において、ベース装置２００のセレクタ２０７は、テレビモードにある
ときには、復調部２０３からの映像信号を主画像処理部２０８に供給するとともに、復調
部２０３からの音声信号を音声処理部２１０に供給する。また、通信処理部２２０を通じ
てインターネットに接続しているインターネットモードにあるとき、また、受信した電子
メールを表示したり、送信する電子メールを作成する電子メールモードにあるときには、
Ｄ／Ａ変換部２０６を通じて供給されるＷｅｂページや電子メール情報が主画像処理部２
０８に供給される。
【０１０４】
　そして、インターネットモード、または、電子メールモードにあるときに、後述もする
ように、表示装置１００からの子画面表示要求を受信した場合には、制御部２０７はセレ
クタ２０７を制御し、主画像処理部２０８へ供給する映像信号はそのままに、さらに、復
調部２０３からの映像信号を子画面処理部２０９に供給するとともに、復調部２０３から
の音声信号を音声処理部２１０に供給するようにする。
【０１０５】
　主映像処理部２０８は、セレクタ２０７からの映像信号から表示用信号を形成し、これ
を合成部９に供給する。また、子画面処理部２０９は、表示装置１００のＬＣＤ１１１の
表示画面の一部の領域に設けられる子画面としての表示領域の大きさに合致するように、
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セレクタ２０７からの映像信号から表示用信号を形成すると共に、この信号による映像を
縮小するようにする処理を施し、子画面への映像の表示用信号を形成してこれを合成部２
１１に供給する。
【０１０６】
　合成部２１１は、主画像処理部２０８からの表示用信号と子画面処理部２０９からの表
示用信号とを合成し、合成後の表示用信号を圧縮処理部２１２に供給する。この圧縮処理
部２１２には、音声処理部２１０からの音声信号も供給される。圧縮処理部２１２は、こ
れに供給された信号を所定の圧縮方式を用いてデータ圧縮する。この圧縮処理部２１２に
おいては、例えば、ＭＰＥＧ方式やＷａｖｅｌｅｔ方式などのデータ圧縮方式を用いて、
セレクタ２０６からの信号をデータ圧縮する。
【０１０７】
　圧縮処理部２１２においてデータ圧縮された信号は、送信信号形成部２１３に供給され
る。送信信号形成部２１３は、予め決められた通信プロトコルに準拠した送信信号を形成
する。前述もしたように、この実施の形態において、ベース装置２００は、例えば、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１方式のプロトコル、あるいは、その発展プロトコルに準拠した送信信号
を形成する。
【０１０８】
　送信信号形成部２１３において形成された送信信号は、送信処理部２１４に供給される
。送信処理部２１４は、制御部２３０からの制御信号に応じて、送信信号の変調処理や増
幅処理を行う。送信処理部２１４において処理された送信信号は、共用器２１５、送受信
アンテナ２１６を通じて無線送信される。共用器２１５は、図５に示した表示装置１００
の共用器１０２と同様に、送信信号と受信信号とが干渉し合うことを防止するものである
。
【０１０９】
　このようにして、チューナ２０２により選局されたテレビ放送番組の映像信号や音声信
号、あるいは、外部入力端子２０４ａ、ｂ、２０５ａ、ｂを通じて受け付けた映像信号や
音声信号、あるいは、通信処理部２２０を通じて取得した情報のテキストデータや映像デ
ータ、音声データを、データ圧縮して、所定の通信プロトコルで無線送信することにより
、前述したように、表示装置１００に供給することができることができるようにしている
。
【０１１０】
　次に、表示装置１００から無線送信されてくる操作信号を受信した場合のベース装置２
００の動作について説明する。送受信アンテナ２１６を通じて受信した表示装置１００か
らの操作信号等の制御信号は、共用器２１５を通じて受信処理部２１７に供給される。受
信処理部２１７は、これに供給された信号を復調し、アナログ／デジタル変換するなどの
処理を行って、制御部２３０が扱える信号に変換し、この信号を制御部２３０に供給する
。
【０１１１】
　制御部２３０は、受信処理部２１７からの信号が、外部入力機器３００に対する操作信
号であるときには、受信した操作信号をリモコン信号形成部２４１に供給し、受信した操
作信号に応じたリモコン信号を形成するように制御する。
【０１１２】
　リモコン信号形成部２４１は、制御部２３０からの信号に基づいて、この実施の形態に
おいては、外部入力装置３００に供給するリモコン信号を形成し、これのリモコン信号の
出力端子２４２を通じて、これに接続されたリモコン信号送信部２５０に供給する。
【０１１３】
　リモコン信号送信部２５０は、リモコン信号形成部２４１からのリモコン信号を赤外線
のリモコン信号として送信する。このようにして、表示装置１００からの外部入力機器３
００に対する操作信号を赤外線のリモコン信号として送出し、外部入力装置３００を遠隔
操作することができるようにしている。
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【０１１４】
　また、制御部２３０は、受信処理部２１７からの信号が、自機、すなわち、ベース装置
２００に対する操作信号であるときには、受信した操作信号に応じて、各部を制御する。
これにより、チューナ２０１による選局を変更したり、セレクタ２０７から出力する信号
を切り換えたり、また、子画面ＳＧを表示したりすることができるようにされる。
【０１１５】
　また、制御部２３０は、受信処理部２１７からの信号が、目的とするＷｅｂページの取
得要求や、電子メールの受信要求、あるいは、電子メールの送信要求などであるときには
、通信処理部２２０を制御し、加入しているＩＳＰとの間に電話回線を接続することによ
って、インターネットに接続する。そして、目的とするＷｅｂページを取得するようにし
たり、自己宛ての電子メールを受信したり、目的とする相手先に電子メールを送信したり
することができるようにされる。
【０１１６】
　このように、この実施の形態のベース装置２００は、テレビ放送信号を受信、選局して
復調し、この復調したテレビ放送番組の映像信号や音声信号、あるいは、外部入力端子２
０４、２０５を通じて供給された外部入力装置からの映像信号、音声信号、あるいは、通
信処理部２２０および電話回線を通じて供給を受ける映像データや音声データを受信して
復調し、この復調した映像データや音声データをデータ圧縮して、所定の通信プロトコル
にしたがって無線送信することができるものである。
【０１１７】
　さらに、この実施の形態のベース装置２００は、表示装置１００から無線送信されてく
る操作信号を受信し、その操作信号に応じて、自機を制御したり、外部入力装置を制御す
るためのリモコン信号を形成して送信したり、あるいは、表示装置１００から無線送信さ
れてくる電子メールなどの送信情報を、通信処理部２２０を通じて送信することができる
ものである。
【０１１８】
　［表示装置１００とベース装置２００の動作について］
　次に、上述した表示装置１００とベース装置２００との動作について、図７～図９のフ
ローチャートを参照しながら説明する。
【０１１９】
　　［表示装置１００の動作について］
　まず、図７、図８のフローチャートを参照しながら、表示装置１００の動作について説
明する。図７、図８は、表示装置１００の動作を説明するためのフローチャートであり、
使用者からの操作入力を受け付けるために、表示装置１００の制御部１３０において所定
のタイミング毎に実行される処理である。図７、図８に示す処理が制御部１３０において
実行されると、まず、制御部１３０は、タッチパネル１２１、または、キー操作部１４１
を通じて、使用者からの操作入力を受け付けたか否かを判断する（ステップＳ１０１）。
【０１２０】
　ステップＳ１０１の判断処理において、使用者からの操作入力を受け付けていないと判
断したときには、この図７、図８に示す処理を終了する。ステップＳ１０１の判断処理に
おいて、使用者からの操作入力を受け付けたと判断したときには、ＬＣＤ１１１の表示画
面に子画面ＳＧが表示されているか否かを判断する（ステップＳ１０２）。
【０１２１】
　制御部１３０は、自機がどのような状態にあるかを常に管理しており、既に子画面ボタ
ンＳＢが選択され、子画面ＳＧが表示されている場合には、子画面ＳＧが表示されている
ことを動作状態フラグなどにより管理している。このため、制御部１３０は、自己の動作
状態フラグなどを確認することにより、子画面ＳＧが表示されているか否かを判断するこ
とができる。
【０１２２】
　ステップＳ１０２の判断処理において、子画面ＳＧは表示されていないと判断した場合
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には、制御部１３０は、受け付けた操作入力は、子画面ボタンＳＢの選択操作か否かを判
断する（ステップＳ１０３）。このステップＳ１０３の判断処理において、受け付けた選
択入力は、子画面ボタンＳＢの選択操作ではないと判断したときには、制御部１３０は、
使用者からの操作入力に応じた、例えば、音量調整処理等の他の処理を行うことになる（
ステップＳ１０４）。
【０１２３】
　また、ステップＳ１０３の判断処理において、受け付けた選択入力は、子画面ボタンＳ
Ｂの選択操作であると判断したときには、制御部１３０は、親画面（主画面）ＭＧには、
例えば、受信した電子メールや作成中の電子メールを表示しているなど、表示装置１００
において発生させた画像を表示しているか否かを判断する（ステップＳ１０５）。このス
テップＳ１０５の判断処理もまた、表示装置１００の動作状態を確認することにより判断
でき、具体的には、セレクタ１０６の切り換え状態によって判断することができる。
【０１２４】
　そして、ステップＳ１０５において、親画面ＭＧに表示装置１００において発生させた
画像を表示していると判断したときには、制御部１３０は、セレクタ１０６、子画面処理
部１０８、合成部１０９を制御して、ベース装置２００からの送信信号に含まれる映像信
号による画像の子画面ＳＧへの表示を開始し（ステップＳ１０６）、この図７、図８に示
す処理を終了する。なお、ステップＳ１０６において、子画面ＳＧの表示を開始させる場
合、子画面の初期表示位置は、図４Ａに示したように、ＬＣＤ１１１の表示画面の左下側
である。
【０１２５】
　ステップＳ１０５の判断処理において、親画面ＭＧに表示装置１００において発生させ
た画像を表示していない（親画面ＭＧには、ベース装置２００からの送信信号に含まれる
映像信号による画像が表示されている）と判断したときには、制御部１３０は、子画面表
示要求を生成して、これを送信信号形成部１１５、送信処理部１１６、共用器１０２、送
受信アンテナ１０１を通じてベース装置２００に送信する（ステップＳ１０７）。
【０１２６】
　この子画面表示要求に応じて、ベース装置２００から親画面ＭＧと子画面ＳＧとからな
る映像信号を含む送信信号が送信されてくるので、表示装置１００は、ベース装置２００
からの送信信号を受信して、これを再生するようにし（ステップＳ１０８）、この図７、
図８に示す処理を終了する。
【０１２７】
　このように、子画面ＳＧを表示する場合、親画面ＭＧに表示されている画像が、表示装
置１００側で発生されたものである場合には、親画面ＭＧに表示している画像データはベ
ース装置２００側に無いので、表示装置１００側において、子画面の表示処理（親画面と
子画面の合成処理）が行うようにされる。
【０１２８】
　また、子画面ＳＧを表示する場合、親画面ＭＧに表示されている画像が、Ｗｅｂページ
の閲覧など、ベース装置２００からの情報である場合には、親画面ＭＧに表示している画
像データ、子画面に表示する画像データとも表示装置１００側で発生させるものではない
ので、ベース装置２００側において、子画面の表示処理（親画面と子画面の合成処理）が
行うようにされる。
【０１２９】
　そして、ステップＳ１０２の判断処理において、ＬＣＤ１１１の表示画面に既に子画面
ＳＧが表示されていると判断したときには、制御部１３０は、図８に示す処理に進み、受
け付けた操作入力は、子画面ＳＧの移動操作か否かを判断する（ステップＳ１０９）。こ
のステップＳ１０９の判断処理は、座標検出部１２２からの検出出力に基づいて判断する
ことができる。
【０１３０】
　すなわち、タッチパネル１２１上の子画面が表示されている位置に指などを接触させ、
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これを離すことなくいわゆるドラッグ操作を行うと、タッチパネル１２１に接触させた指
などがタッチパネル１２１から離されるまで、例えば一定間隔で指などのタッチパネル上
の接触位置を示す座標データが座標検出手段１２２により検出され、これが順次に制御部
１３０に供給されるので、この順次に供給される座標データに基づいて、制御部１３０は
、子画面の移動操作が行われているか否かを判断することができる。
【０１３１】
　ステップＳ１０９の判断処理において、子画面ＳＧの移動操作は行われていないと判断
したときには、制御部１３０は、使用者からの操作入力に応じたその他の処理を実行する
（ステップＳ１１０）。
【０１３２】
　ステップＳ１０９の判断処理において、子画面ＳＧの移動操作が行われていると判断し
たときには、制御部１３０は、親画面（主画面）ＭＧには、表示装置１００において発生
させた画像を表示しているか否かを判断する（ステップＳ１１１）。このステップＳ１１
１の判断処理は、図７に示したステップＳ１０５の場合と同様に行われる。
【０１３３】
　ステップＳ１１１の判断処理において、親画面ＭＧに表示装置１００において発生させ
た画像を表示していると判断したときには、制御部１３０は、子画面ＳＧの合成処理は、
表示装置１００側において行っていると判断し、子画面処理部１０８を制御して、子画面
の表示を停止させる（ステップＳ１１２）。
【０１３４】
　このステップＳ１１２の処理は、子画面ＳＧの表示位置を移動させる場合に、画像が乱
れて見難くなったり、子画面ＳＧの移動中の表示位置を正確に把握することができなくな
ったりすることを防止するため、子画面ＳＧにベース装置２００からの画像を表示させな
いようにするが、子画面ＳＧの位置を明確にするため、例えば、子画面ＳＧの画枠内を白
色一色にして、子画面ＳＧの画枠（表示領域）を明確に示すことができるようにする処理
である。
【０１３５】
　この後、制御部１３０は、合成部１０９を制御し、子画面処理部１０８からの子画面Ｓ
Ｇの画枠表示を、タッチパネル１２１に接触させた使用者の指などのドラッグ操作に応じ
て、主画像処理部からの映像信号（表示用信号）に合成する子画面ＳＧの位置を移動（変
更）させていくようにする（ステップＳ１１３）。
【０１３６】
　そして、移動操作が終了したか否か、すなわち、タッチパネル１２１の子画面の表示位
置上に接触させていた指などが離されたか否かを判断し（ステップＳ１１４）、移動操作
は終了していないと判断したときには、ステップＳ１１３からの処理を繰り返す。ステッ
プＳ１１４の判断処理において、移動操作が終了したと判断したときには、制御部１３０
は、子画面ＳＧへのベース装置２００からの送信信号に含まれる映像信号に応じた画像の
表示を回復（再開）させ（ステップＳ１１５）、この図７、図８に示す処理を終了する。
【０１３７】
　また、ステップＳ１１１の判断処理において、親画面ＭＧに表示装置１００において発
生させた画像を表示していない（親画面ＭＧには、ベース装置２００からの送信信号に含
まれる映像信号による画像が表示されている）と判断したときには、制御部１３０は、子
画面表示停止要求を生成して、これを送信信号形成部１１５、送信処理部１１６、共用器
１０２、送受信アンテナ１０１を通じてベース装置２００に送信する（ステップＳ１１６
）。この子画面表示停止要求により、この実施の形態においては、ベース装置２００にお
いての子画面ＳＧへの画像の表示が停止するようにされる。
【０１３８】
　この後、制御部１３０は、座標検出部１２２からの座標データを、送信信号形成部１１
５、送信処理部１１６、共用器１０２、送受信アンテナ１０１を通じてベース装置２００
に送信して、ベース装置２００より子画面ＳＧの表示位置が変更された映像信号を含む送
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信信号の提供を受けて、ＬＣＤ１１１の表示画面に画像を再生するようにする（ステップ
Ｓ１１７）。
【０１３９】
　そして、制御部１３０は、移動操作が終了したか否か、すなわち、タッチパネル１２１
の子画面の表示位置上に接触させていた指などが離されたか否かを判断し（ステップＳ１
１８）、移動操作は終了していないと判断したときには、ステップＳ１１７からの処理を
繰り返す。ステップＳ１１７の判断処理において、移動操作が終了したと判断したときに
は、制御部１３０は、移動終了要求を生成して、これを送信信号形成部１１５、送信処理
部１１６、共用器１０２、送受信アンテナ１０１を通じてベース装置２００に送信する（
ステップＳ１１９）。
【０１４０】
　この後、子画面ＳＧへの画像の表示が再開されて、親画面ＭＧに子画面ＳＧが合成され
た画像を形成する映像信号を含む送信信号がベース装置２００から送信されてくるので、
表示装置１００は、これを受信し、子画面ＳＧが使用者の指示に応じて移動された後の画
像をＬＣＤ１１１に再生するようにして（ステップＳ１２０）、この図７、図８に示す処
理を終了する。
【０１４１】
　このように、子画面ＳＧを移動させる場合、親画面ＭＧに表示されている画像が、受信
して表示装置１００側に保持している電子メールデータに応じた電子メールを表示してい
る場合のように、表示装置１００側の保持する情報に基づいて形成されたものである場合
には、親画面ＭＧに表示している画像データはベース装置２００側に無いので、表示装置
１００側において、子画面の移動処理が行うようにされる。
【０１４２】
　また、子画面ＳＧを移動させる場合、親画面ＭＧに表示されている画像が、Ｗｅｂペー
ジの閲覧など、ベース装置２００からの情報である場合には、親画面ＭＧに表示している
画像データ、子画面に表示する画像データとも表示装置１００側で発生させるものではな
いので、ベース装置２００側において、子画面の移動処理が行うようにされる。
【０１４３】
　　［ベース装置２００の動作について］
　次に、図９のフローチャートを参照しながら、ベース装置２００の動作について説明す
る。図９は、ベース装置２００の動作を説明するためのフローチャートであり、表示装置
１００からの制御信号に応じた処理を行うために、電源投入後のベース装置２００の制御
部２３０において行われる処理である。
【０１４４】
　ベース装置２００に電源が投入されると、ベース装置２００の制御部２３０は、図９に
示す処理を開始する。ベース装置２００の制御部２３０は、送受信アンテナ２１６、共用
器２１５、受信処理部２１７を通じて、表示装置１００から送信された要求の受信待ちと
なる（ステップＳ２０１）。
【０１４５】
　ステップＳ２０１の判断処理において、表示装置１００からの要求を受信したと判断し
たときには、制御部２３０は、その受信した要求が、子画面表示要求か否かを判断する（
ステップＳ２０２）。このステップＳ２０２の判断処理において、子画面表示要求を受信
したと判断したときには、制御部２３０は、セレクタ２０７、子画面処理部２０９、合成
部２１１を制御して、親画面ＭＧに表示するようにされている例えばＷｅｂページの画像
に、復調部２０３からの映像信号に応じた画像を子画面ＳＧに表示するようにした画像を
合成して、これを送信信号に含めて表示装置１００に送信するようにし（ステップＳ２０
３）、ステップＳ２０１からの処理を繰り返すようにする。
【０１４６】
　ステップＳ２０２の判断処理において、表示装置からの要求は、子画面表示要求ではな
いと判断したときには、制御部２３０は、受信した要求は、子画面の表示停止要求か否か
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を判断する（ステップＳ２０４）。ステップＳ２０４の判断処理において、受信した要求
は、子画面の表示停止要求ではないと判断したときには、制御部２３０は、受信した要求
に応じたその他の処理、例えば、選局するテレビ放送チャンネルの変更処理等のその他の
処理を実行し（ステップＳ２０５）、ステップＳ２０１からの処理を繰り返すようにする
。
【０１４７】
　ステップＳ２０４の判断処理において、受信した要求が、子画面の表示停止要求である
と判断したときには、制御部２３０は、子画面処理部２０９を制御し、子画面に表示して
いる画像の表示を停止させるようにする（ステップＳ２０６）。このステップＳ２０６の
処理は、図８に示した表示装置１００においてのステップＳ１１２の処理と同様に、子画
面ＳＧの表示位置を移動させる場合に、画像が乱れて見難くなったり、子画面ＳＧの移動
中の表示位置を正確に把握することができなくなったりすることを防止するため、子画面
ＳＧに画像を表示させないようにするが、子画面ＳＧの位置を明確にするため、例えば、
子画面ＳＧの画枠内を白色一色にして、子画面ＳＧの画枠（表示領域）を明確に示すこと
ができるようにする処理である。
【０１４８】
　そして、ベース装置２００の制御部２３０は、表示装置１００から順次に送信されてく
る座標データ受信し、これに応じて、合成部２１１を制御し、子画面ＳＧの表示位置を移
動（変更）させるようにする（ステップＳ２０７）。そして、制御部２３０は、表示装置
からの移動終了要求を受信したか否かを判断し、移動終了要求を受信していないと判断し
たときには、ステップＳ２０７からの処理を繰り返す。
【０１４９】
　また、ステップＳ２０８の判断処理において、移動終了要求を受信したと判断したとき
には、移動後の子画面ＳＧに復調部２０３からの映像信号による画像を表示させるように
、子画面ＳＧへの画像の表示を回復（再開）させるようにして、親画面ＭＧに子画面を合
成するようにした画像を形成する映像信号を含む送信信号を形成して、これを送信するよ
うにし（ステップＳ２０９）、ステップＳ２０１からの処理を繰り返すようにする。
【０１５０】
　このように、親画面ＭＧに表示されている画像がベース装置２００からの情報によるも
のである場合には、この実施の形態においては、親画面ＭＧ、子画面ＳＧに表示される画
像がともにベース装置２００からのものとなるため、子画面の合成処理、および、子画面
の移動処理は、ベース装置２００側において行うようにされる。
【０１５１】
　このように、この実施の形態の画像表示装置においては、表示装置１００においても、
ベース装置２００においても、親画面と子画面とからなる２画面表示を行うことができる
ようにされている。そして、表示装置１００とベース装置２００とのうち、何れの装置で
子画面を合成したり、移動したりする処理を行うかは、少なくとも親画面ＭＧに表示する
画像を形成する画像データや映像信号が、表示装置１００側にあるかベース装置２００側
にあるかによって、最適な装置において処理することができるようにされる。
【０１５２】
　また、上述した実施の形態においては、テレビ放送信号の受信系は１系統しか備えてい
ないため、親画面と子画面による異なるテレビ放送番組の２画面表示はできないものであ
ったが、テレビ放送信号の受信系を２系統設けることにより、親画面と子画面による異な
るテレビ放送番組の２画面表示も可能である。
【０１５３】
　しかし、テレビ放送番組の画像は動画であり、必要な情報が子画面により隠されてしま
う頻度は少なく、また、子画面の位置を予め決められた別の位置に移動させて必要な情報
を得た後に、子画面の表示位置を戻すようにすることで、十分に対応可能な場合も多い。
このため、子画面のドラッグ移動は、上述もしたように、Ｗｅｂページ、電子メール、あ
るいは、設定画面の利用時において特に有効である。
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【０１５４】
　なお、上述した実施の形態においては、インターネット機能の利用時、電子メール機能
の利用時、設定画面の利用時において、子画面の表示を可能にする場合を例にして説明し
たが、これに限るものではない。画像の表示を伴う種々の機能の利用時において、子画面
を表示させることが可能である。例えば、表示装置１００の内蔵メモリや表示装置１００
に装填された外部メモリに記録されている画像情報の一覧表示、拡大表示、スライドショ
ー、印刷などを行うアルバム機能利用時において、子画面を表示し、これを移動させるよ
うにしてもよい。
【０１５５】
　また、親画面ＭＧに表示するようにしている画像が、ベース装置２００から提供される
例えばテレビ放送番組の映像信号による画像であっても、表示装置１００のＥＥＰＲＯＭ
などの内蔵メモリや装着された外部メモリの情報を子画面ＳＧに表示する場合には、子画
面の合成処理や移動処理を表示装置１００側において行うことが可能である。
【０１５６】
　すなわち、親画面に子画面を合成する処理や表示された子画面の表示位置の移動処理は
、上述もしたように、親画面に表示する画像を形成する映像信号や画像データの提供元に
応じて区別することも可能であるし、親画面に表示する画像の提供元と、子画面に表示す
る画像の提供元の少なくとも一方が、表示装置１００側である場合においては、親画面に
子画面を合成する処理や表示された子画面の表示位置の移動処理を表示装置１００側で行
うようにすることができる。
【０１５７】
　また、親画面に子画面を合成する処理や表示された子画面の表示位置の移動処理を表示
装置１００においてのみ行うようにすることもできる。この場合には、表示装置１００に
、親画面に表示する画像を形成する映像信号や画像データの供給路と、親画面に表示する
画像を形成する映像信号や画像データの供給路との両方を設けるようにすればよい。
【０１５８】
　同様に、親画面に子画面を合成する処理や表示された子画面の表示位置の移動処理をベ
ース装置２００においてのみ行うようにすることもできる。この場合には、ベース装置２
００に、親画面に表示する画像を形成する映像信号や画像データの供給路と、親画面に表
示する画像を形成する映像信号や画像データの供給路との両方を設けるようにすればよい
。
【０１５９】
　したがって、この発明は、表示装置１００とベース装置２００とにより構成される画像
表示装置だけでなく、表示素子を備えた種々の画像表示装置に適用可能である。
【０１６０】
　また、上述した実施の形態においては、子画面の移動時において、子画面に表示される
画像が見づらくなる等のために、子画面の移動中においては子画面への画像の表示を停止
させるようにした。しかしこれに限るものではない。子画面の移動中であっても、子画面
に画像の表示を継続させるようにしてももちろんよい。画像の処理速度を向上させること
により、子画面の移動中であっても、子画面に表示される画像が見づらくなることを防止
することができる。
【符号の説明】
【０１６１】
　１００　表示装置，　１０１　送受信アンテナ，　１０２　アンテナ共用器，　１０３
　受信処理部，　１０４　デコード部，　１０５　Ｄ／Ａ（Digital/Analog）変換部，　
１０６　セレクタ，　１０７　主画像処理部，　１０８　子画面処理部，　１０９　映像
合成部，　１１０　映像処理部，　１１１　ＬＣＤ，　１１２　音声処理部，　１１３　
スピーカー，　１１４　キャプチャー処理部，　１１５　送信信号形成部，　１１６　送
信処理部，　１２１　タッチパネル，　１２２　座標検出部，　１３０　制御部，　１３
１　ＣＰＵ，　１３２　ＲＯＭ，　１３３　ＲＡＭ，　１３４　ＥＥＰＲＯＭ，　１３５
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　外部メモリＩ／Ｆ，　１５０　外部メモリ，　１４０　キーＩ／Ｆ，　１４１　キー入
力部，　２００　ベース装置，　２０１　受信アンテナ２０１，　２０２　選局部（チュ
ーナ部），　２０３　復調部，　２０４ａ、２０４ｂ　映像入力端子，　２０５ａ、２０
５ｂ　音声入力端子，　２０６　Ｄ／Ａ変換部，　２０７　セレクタ，　２０８　主画像
処理部，　２０９　子画面処理部，　２１０　音声処理部，　２１１　映像合成部，　２
１２　圧縮処理部，　２１３　送信信号形成部，　２１４　送信処理部，　２１５　共用
器，　２１６　送受信アンテナ，　２１７　受信処理部，　２２０　通信処理部，　２２
１　インターフェース，　２２２　通信部，　２３０　制御部，　２３１　ＣＰＵ，　２
３２　ＲＯＭ，２３３　ＲＡＭ，　２３４　ＥＥＰＲＯＭ，　２４１　リモコン信号形成
部，　２４２　接続端子，　２５０　リモコン信号送信部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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